
阪神間開業時の時刻表（明治７年製作）

初代住吉駅（撮影・明治初期）
「神戸大阪間鉄道線平面概略図」扇子（明治７年製作）

初代神戸駅（撮影・明治初期）

初代大阪駅（撮影・明治期）

生産性向上策推進し鉄道ニーズに応える

一般社団法人日本建設業連合会
副会長・鉄道建設本部長　　　　

押味　至一

　　　　　鉄　道　の　日
（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１０月１１日　（金曜日）

　

月

日
は

日
本
初
の

鉄
道
が
開
業
し
た
日
を
記
念

す
る
﹁
鉄
道
の
日
﹂

今
年

で

回
目
を
迎
え
る

本
特

集
で
は

神
戸
・
大
阪
間
を

走

た
関
西
初
の
鉄
道
開
業

１
５
０
周
年
の
話
題
や

鉄

道
の
津
波
防
災
に
詳
し
い
和

歌
山
大
学
・
西
山
一
弘
教
授

ら
学
識
者
の
イ
ン
タ
ビ



な
ど
を
掲
載
す
る

首
都
圏

の
民
鉄
各
社
の
事
業
計
画


モ
ノ
レ

ル
の
延
伸
計
画
も

紹
介
す
る


安
全
で
環
境
に
優
し
い
国
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ　開業当時の１日の運行本数は上り下りそれぞれ８本だった。午前７時大

阪駅発の下り始発列車は、８時分に神戸駅着。運賃は上等が１円。かな
り高く設定されており、人々が気軽に乗れる運賃ではなかった。

　年５月日の鉄道開通から約３週間遅れて神崎駅（現
・尼崎駅）と同時に開設された。海側には、日本有数の酒造
の街「灘五郷」の御影郷と魚崎郷があった。人口が増えたの
は明治半ば以降に富裕層が邸宅を構え始めてから。阪神間の
高級住宅地は住吉駅周辺から始まった。

　六甲山と瀬戸内海に挟まれた狭い平地を走った神戸・大阪
間の鉄道。武庫川や芦屋川など複数の川が南北に流れる。鉄
道敷設にあたって、川を渡る橋や天井川をくぐるトンネルが
建設された。

　今の神戸駅より東に位置していた。広大
な敷地は現在、観光スポットや商業施設が
集まる神戸ハーバーランド一帯にあった。
鉄道局の工場が置かれ、客車や機関車の製
造も行われていた。年の東海道線全線
開通に合わせ、現在の神戸駅の位置にレン
ガ造りの第２代神戸駅が建設された。現在
の第３代駅舎は年に完成。

　開業当時、周囲は田園地帯だった。現在
のＪＰタワー大阪（大阪中央郵便局）のあ
たりに置かれていた初代駅舎は、木造２階
建てレンガ貼りの洋風建築。「梅田すてん
しょ」と呼ばれ、観光名所としてにぎわっ
た。年、東に約ｍ移動し、今とほ
ぼ同じ位置に第２代大阪駅が完成した。現
在の大阪駅は年に開業した第５代。

明
治
７
︵
１
８
７
４
︶
年
神
戸

大
阪
鉄
道
開
業

　本年月日に回目の「鉄道の日」を迎えますことを心よりお慶び申
し上げます。
　鉄道は、安全性、環境にやさしい特性、定時性、高速かつ大量の輸送能
力を兼ね備えた交通機関として、広域高速交通網や地域内交通網の基幹イ
ンフラを形成してきました。また、鉄道の整備は社会・文化活動や経済活
動の発展に寄与し、地域の活性化に大きく貢献してきました。
　昨年度は、北陸新幹線の金沢～敦賀間、国内初の全線新設次世代型路面
電車（ＬＲＴ）である宇都宮芳賀ライトレール、そして北大阪急行延伸線
が開業し、鉄道インフラの充実が一層進みました。これらの新たな路線の
開業により、多様な効果が現れ始めております。

　現在も、新幹線・リニアなどの高速鉄道新線、都市鉄道新線、駅改良や
駅設備のバリアフリー化など、新たな鉄道整備および既存路線の改良が続
けられております。また、北陸新幹線の延伸などさまざまな新線・改良の
検討が進められております。
　日建連としては、これら鉄道建設のニーズに応えるべく働き方改革や担
い手確保の取り組み、ＤＸの推進を中心とした生産性向上施策等を推進し、
「給与が良い、休暇がとれる、希望がもてる」に「かっこいい」を加えた
新４Ｋの魅力あふれる業界となるよう、取り組んでいるところであります。
　引き続き日建連の活動に対するご理解とご協力を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。

写真は京都鉄道博物館提供



　鉄道の日

神
戸
・
大
阪
間
鉄
道
開
業

年

武庫川女子大学　
生活環境学部教授

三宅　正弘氏

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　１０月１１日　（金曜日）

　
１
８
７
４
︵
明
治
７
︶
年

日
本
初
の
鉄
道
開
業
か
ら
遅
れ
る

こ
と
約
１
年
半

関
西
に
待
望
の
鉄
道
が
走

た

港
町
神
戸
と

商
都
大
阪
を
結
ぶ
鉄
道
は
近
代
化
の
礎
と
な
り

関
西
の
経
済
発

展

沿
線
開
発
を
推
し
進
め
た

現
在
三
つ
の
路
線
が
走
る
神
戸

・
大
阪
間
は

鉄
道
と
と
も
に
独
自
の
住
環
境
・
生
活
文
化
が
発

達
し
た
街

鉄
道
が
も
た
ら
し
た
街
の
隆
盛
や

今
も
受
け
継
が

れ
る
阪
神
間
の
風
土
と
精
神
を
探
る


関西の鉄道関連の出来事
（明治２）年　神戸・京都間鉄道敷設決定

（明治７）年　神戸・大阪間鉄道開通

（明治）年　神戸・京都間鉄道開通

（明治）年　神戸・新橋間鉄道開通

（明治）年　阪神電鉄（神戸～大阪）開通

（明治）年　阪急電鉄宝塚線（宝塚～大阪）開通

（大正９）年　阪急電鉄神戸線（神戸～大阪）開通

東
洋
と
西
洋
が
交
わ
る
阪
神
間
の
建
築

　（みやけ・まさひろ）関西大工学部建築学科卒、京都大大学院修士
課程修了、大阪大大学院博士課程修了。徳島大助手などを経て年
武庫川女子大学着任。年兵庫県芦屋市生まれ。

INTERVIEW

　


鉄
道
と
阪
神
間
の
街
の
成
り
立

ち
の
関
係
は


　
鉄
道
が
こ
の
地
を
通
ら
な
け
れ
ば
阪

神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
生
ま
れ
な
か


た

海
側
の
阪
神
電
鉄

山
の
手
の
阪

急
電
鉄

そ
の
中
間
の
Ｊ
Ｒ
と
三
つ
あ

る
が

最
初
に
邸
宅
街
が
形
成
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
住
吉
駅
は
時
間
と
空
間
の
起
点
で

あ
り

特
別
な
場
所
だ

阪
神
間
と
い

う
と
﹁
住
み
た
い
街
﹂
と
し
て
常
に
名

前
の
挙
が
る
阪
急
沿
線
の
イ
メ

ジ
が

強
い
が

海
沿
い
は
か
つ
て
別
荘
地
や

海
水
浴
場
と
し
て
人
気
が
あ

た

今

も
ビ

チ
リ
ゾ

ト
風
の
阪
神
間
を
代

表
す
る
景
観
が
残
る


　


建
築
は
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

重
要
な
要
素
だ

た

当
時
の
建
築
の

特
徴
は


　
東
洋
と
西
洋

自
然
と
都
市

歴
史

と
現
代
と
い
う
三
つ
の
融
合
が
見
ら
れ

る

代
表
的
な
建
築
の
一
つ

旧
甲
子

園
ホ
テ
ル
︵
現
在
の
武
庫
川
女
子
大
学

甲
子
園
会
館
︶
は

伝
統
的
な
緑
釉
瓦

の
屋
根

障
子
を
使

た
天
井
と
い


た
和
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る

周

囲
の
松
の
木
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ル
壁
の

色
な
ど

す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
る
武
庫
川

の
景
観
に
よ
く
溶
け
込
ん
で
い
る

東

の
帝
国
ホ
テ
ル
と
並
び
称
さ
れ
た
壮
麗

な
姿
は

松
林
や
六
甲
山
の
山
並
み
と

も
調
和
し
て
い
た


　


阪
神
間
の
景
観
に
は
ど
ん
な
特

徴
が
あ
る
か


　
六
甲
山
は
花
こ
う
岩
で
で
き
た
山
な

の
で

山
か
ら
流
れ
出
る
川
沿
い
や
海

辺
に
白
砂
青
松
が
広
が

て
い
る

洋

館
の
赤
い
屋
根
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

数
々
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る

神
戸

市
東
灘
区
の
地
名
に
由
来
す
る
御
影
石

︵
花
こ
う
岩
︶
で
で
き
た
住
宅
の
石
垣

も
景
観
の
重
要
な
一
部
だ

阪
神
間
を

象
徴
す
る
よ
う
な
高
級
住
宅
地

芦
屋

市
の
﹁
六
麓
荘
﹂
で
も
造
成
工
事
で
切


た
石
を
庭
園
に
利
用
し
て
い
た

小

川
を
庭
に
引
き
込
み

茶
の
湯
に
水
を

使

て
い
た
そ
う
だ

洋
風
建
築
に
茶

室
を
設
け
て
い
る
の
も
阪
神
間
の
邸
宅

の
特
徴
だ


　


阪
神
間
の
住
民
は
地
元
へ
の
愛

着
が
非
常
に
強
い
と
感
じ
る


　
神
戸
と
言
え
ば
洋
菓
子
の
街
で

阪

神
間
に
も
有
名
店
が
多
い

自
分
の
街

の
自
慢
の
洋
菓
子
を
手
土
産
に
す
る
の

が
一
般
的
で

皆
が
街
の
セ

ル
ス
を

し
て
い
る
感
覚
な
の
だ
と
思
う

神
戸

・
大
阪
と
い
う
大
都
市
が
す
ぐ
近
く
に

あ
る
の
に

阪
神
間
で
遊
ぶ
若
者
が
多

か

た
時
代
も
あ

た

今
の
学
生
に

は
﹁
阪
神
間
﹂
と
い
う
言
葉
す
ら
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
だ


自
由
で
寛
容
な
風
土

豊
か
な
自
然
と

い

た
現
代
に
も
通
用
す
る
魅
力
を
広

め
て
い
き
た
い


日本初の鉄道トンネルを建設

　旧甲子園ホテルは（昭和５）年に完成。フランク・ロイド・
ライトの弟子で帝国ホテルの設計にも携わった建築家の遠藤新が設
計した。阪神間の社交場として使われたほか、当時大阪に本格的な
ホテルがなかったため、関西を訪れる要人が滞在する迎賓館の役割
も果たした。現在は武庫川女子大学建築学部のキャンパスとなって
いる。（写真提供／武庫川女子大学）

月日まで企画展
「山陽新幹線年展」

　京都鉄道博物館
　京都鉄道博物館（京都市下
京区）は、月日まで企画
展「山陽新幹線年展」を開
いている。年３月日に
新大阪・博多間で山陽新幹線
が全通し、来年周年を迎え
る。現在までのあゆみと車両
やサービスを紹介する。

大正～昭和初期に豊かな郊外文化が開花
　
１
８
６
９
年
に
京
阪
神
へ
の
鉄
道
敷
設
が
決
ま

り

最
初
に
着
手
し
た
の
が
神
戸
・
大
阪
間


の

区
間

西
の
タ

ミ
ナ
ル
で
あ
る
神
戸
駅
は

開
港

し
た
ば
か
り
の
神
戸
港
の
そ
ば
に
計
画
さ
れ
た

広

大
な
駅
構
内
に
は

桟
橋
な
ど
の
港
湾
施
設
や
鉄
道

関
連
の
工
場
が
建
設
さ
れ

人
と
物
の
タ

ミ
ナ
ル

と
し
て
機
能
し
た


　
一
方
大
阪
駅
は

商
家
が
軒
を
連
ね
る
市
中
心
部

で
は
な
く
北
の
は
ず
れ
の
田
園
地
帯
に
置
か
れ
た


西
日
本
最
大
の
タ

ミ
ナ
ル
駅
と
な

た
現
在
の
大

阪
・
梅
田
の
面
影
は
な
か

た
と
い
う

京
都
鉄
道

博
物
館
学
芸
員
の
島
崇
展
示
資
料
課
係
長
は
﹁
当
時

の
人
々
は
鉄
道
を
見
た
こ
と
も
な
く

火
事
が
起
き

る
の
で
は
と
心
配
し
て
大
き
な
反
対
が
起
き

街
は

ず
れ
に
駅
が
建
設
さ
れ
た
﹂
と
理
由
を
話
す

線
路

が
人
家
の
集
ま
る
海
沿
い
で
は
な
く

比
較
的
山
側

に
敷
か
れ
た
の
も
同
様
の
経
緯
だ

た


　
中
間
駅
は

西
か
ら
現
在
の
神
戸
市
中
心
街
に
あ

る
三
ノ
宮
駅
︵
中
央
区
︶

住
吉
駅
︵
東
灘
区
︶


西
ノ
宮
駅
︵
現
・
西
宮
駅

西
宮
市
︶

神
崎
駅

︵
現
・
尼
崎
駅

尼
崎
市
︶
の
四
つ

土
木
工
事
と

し
て
の
難
所
は

住
吉
駅
付
近
に
あ

た
日
本
初
の

鉄
道
ト
ン
ネ
ル

石
屋
川
ト
ン
ネ
ル
だ

た

こ
の

あ
た
り
は
３
本
の
天
井
川
が
あ
り

当
時
の
機
関
車

が
川
を
越
え
る
能
力
が
な
か

た
た
め

そ
れ
ぞ
れ

川
底
を
通
る
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
た

西
ノ
宮
・
神

崎
駅
間
の
武
庫
川
に
は
鉄
道
用
と
し
て
初
の
鉄
橋
が

架
け
ら
れ
た

新
橋
・
横
浜
間
で
は
開
業
当
初
は
す

べ
て
木
橋
だ

た
が

神
戸
・
大
阪
間
で
は
当
時
最

先
端
の
技
術
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
る


　
約
３
年
の
工
期
を
終
え

１
８
７
４
年
５
月

日

に
神
戸
と
大
阪
を
約

分
で
結
ぶ
鉄
道
が
開
業

３

年
後
に
神
戸
・
京
都
間

１
８
８
９
年
に
は
神
戸
・

新
橋
間
が
完
成
し

東
海
道
線
が
全
通
し
た

近
代

化
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て

ネ

ト
ワ

ク
を
拡
大
さ

せ
て
い

た
鉄
道

こ
の
時
期
各
地
に
開
業
し
た
私

設
鉄
道
と
官
営
鉄
道
と
が

時
に
補
完
し

時
に
競

合
し
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
た

そ
の
姿
が
象
徴
的
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
阪
神
間
だ

た


　
島
氏
は
﹁
官
営
鉄
道
は
物
流

私
鉄
は
都
市
間
輸

送
や
沿
線
開
発
を
目
的
と
し
て
い
た
﹂
と
そ
の
狙
い

の
違
い
を
説
明
す
る

開
業
時
の
阪
神
間
の
運
賃
は

か
な
り
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り

誰
も
が
気
軽
に
乗

れ
る
も
の
で
は
な
か

た

官
営
鉄
道
は
明
治
政
府

が
推
進
す
る
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
の
一
環
と
し
て

整
備
さ
れ
た
た
め

旅
客
だ
け
を
意
識
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い

そ
こ
に
誕
生
し
た
の
が
１
９
０
５
年

に
営
業
を
開
始
し
た
阪
神
電
鉄
だ

た

運
賃
は
官

営
鉄
道
よ
り
安
い
上

海
側
の
沿
線
に
多
く
の
駅
が

設
置
さ
れ

高
い
利
便
性
を
誇

た

１
９
２
０
年

に
阪
急
電
鉄
神
戸
線
が
加
わ

て
３
路
線
が
競
合
す

る
と
さ
ら
に
運
賃
・
サ

ビ
ス
面
の
改
善
が
進
み


阪
神
間
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が

た
と
い
え
る


　
■

■
　

　
阪
神
間
に
は
邸
宅
街
が
多
い

明
治
半
ば

大
阪

で
工
場
が
次
々
に
操
業
を
始
め
て
公
害
が
問
題
に
な

る
と

市
内
の
富
裕
な
商
人
・
経
営
者
が
郊
外
に
住

ま
い
を
求
め
始
め
る

先
駆
け
が
住
吉
駅
前
に
広
大

な
土
地
を
購
入
し
た
村
山
龍
平
︵
朝
日
新
聞
共
同
創

業
者
︶
だ

た

駅
周
辺
や
山
の
麓
に
邸
宅
が
建
ち

並
び

野
口
孫
市
や
渡
辺
節
と
い

た
著
名
建
築
家

が
設
計
し
た
洋
館
も
あ

た

芦
屋
市
に
は
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
設
計
の
山
邑
邸
︵
現
・
ヨ
ド

コ
ウ
迎
賓
館
︶
が
残
さ
れ
て
い
る


　
小
林
一
三
に
よ
る
鉄
道
と
沿
線
開
発
を
一
体
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
知
ら
れ
る
阪
急
電
鉄

今
年

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
阪
神
甲
子
園
球
場
と
周
辺
の

開
発
を
行

た
阪
神
電
鉄
な
ど
が
手
掛
け
る
住
宅
地

開
発
が
進
む
と

阪
神
間
に
は
憧
れ
の
郊
外
生
活
を

求
め
て
中
流
層
が
流
入

富
裕
層
が
形
成
し
て
い
た

社
交
界
と
そ
の
文
化
に
新
し
い
風
が
吹
き
込
ま
れ

た

大
正

昭
和
初
期
に
こ
の
地
域
で
共
有
さ
れ
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
文
化

芸
術

建
築

価
値
観

な
ど
を
﹁
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂
と
呼
ん
で
い
る


　
﹁
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂
は
単
な
る
生
活
様
式
の

西
洋
化
で
は
な
く

こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
大
阪
商

人
た
ち
が
持
つ
伝
統
的
な
価
値
観
と

外
国
人
が
多

く
住
む
神
戸
の
文
化
と
が
混
ざ
り
合
い

独
自
に
花

開
い
た
も
の
だ
と
さ
れ
る

さ
ら
に
自
然
豊
か
な
景

観
や
自
由
な
雰
囲
気
に
引
か
れ
て
集
ま

て
き
た
芸

術
家
ら
も
風
土
の
形
成
に
一
役
買

た

文
豪
・
谷

崎
潤
一
郎
も
関
東
大
震
災
後
に
阪
神
間
に
移
り

作

品
に
阪
神
間
の
街
や
人
々
の
様
子
を
描
写
し
て
い

る


　
都
市
計
画
が
専
門
で

阪
神
間
の
街
づ
く
り
に
詳

し
い
三
宅
正
弘
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
は

﹁
京
都

や
大
阪
の
よ
う
に
都
が
置
か
れ
た
こ
と
も
な
く

長

い
歴
史
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
こ
そ

住
民
が

﹃
自
分
た
ち
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
文
化
﹄
と
い
う

意
識
を
持
て
た
﹂
と
語
る


　
実
業
家
が
創
設
し
た
私
立
学
校
は
数
多
く

日
本

初
の
生
活
協
同
組
合
も
阪
神
間
で
生
ま
れ
た

外
国

人
が
も
た
ら
し
た
近
代
登
山
や
ゴ
ル
フ
は
六
甲
山
か

ら
広
ま

た

聖
地
・
阪
神
甲
子
園
球
場
か
ら
阪
急

電
鉄
の
宝
塚
歌
劇
団

日
本
初
の
フ


シ

ン
雑

誌
ま
で

新
し
い
ス
ポ

ツ
・
娯
楽
・
文
化
が
こ
の

地
か
ら
大
衆
化
し
た
と
言
え
る
三
宅
教
授
は
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
郷
土
史
で
は
な
い
と
主
張
す
る


﹁
一
つ
の
時
代
に
起
き
た
地
域
限
定
の
ム

ブ
メ
ン

ト
で
は
な
く

あ
る
側
面
で
は
阪
神
間
が
確
か
に
日

本
の
都
で
あ
り

最
先
端
だ

た
時
代
が
あ

た
と

伝
え
て
い
き
た
い
﹂

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モノレール延伸で郊外鉄道ネットワーク強化
　
公
共
交
通
機
関
と
し
て
日
本
初
の
モ
ノ
レ

ル
は

１
９
５
７
年
に
運
行
開
始

し
た
東
京
・
上
野
動
物
園
モ
ノ
レ

ル
︵
２
０
２
３
年
廃
止
︶

本
格
的
な
公
共

交
通
機
関
と
し
て
運
行
さ
れ
た
の
は


年
開
業
の
浜
松
町
駅
と
羽
田
空
港
を
結

ぶ
東
京
モ
ノ
レ

ル
が
最
初
だ

同
じ
く
東
京
五
輪
を
前
に
開
業
し
た
東
海
道
新

幹
線
な
ど
と
と
も
に
大
き
く
飛
躍
す
る
日
本
経
済
を
支
え
た
モ

タ
リ
ゼ

シ


ン
に
よ
り
深
刻
化
し
た
交
通
渋
滞
の
解
消
な
ど
を
目
的
に
全
国
に
建
設
さ
れ


現
在
も
公
共
交
通
機
関
と
し
て
国
内
で
８
路
線
が
運
行
を
続
け
て
い
る
モ
ノ
レ


ル

進
行
中
の
延
伸
計
画
な
ど
関
連
す
る
話
題
を
ま
と
め
た


東
京
・
多
摩
は

年
度
都
計
決
定
目
指
す

　大阪府ら　年度に．㎞延伸
国内最長運行距離を更新

大阪モノレール荒本駅（仮称）の完成
イメージ（大阪府ＨＰから）

　
１
９
９
０
年
に
開
業
し

総
延
長


と

い
う
国
内
最
長
の
運
行
距
離
を
持
つ
大
阪
モ

ノ
レ

ル

大
阪
国
際
空
港
駅
︵
豊
中
市
︶

か
ら
千
里
中
央
駅
︵
同
︶

万
博
記
念
公
園

駅
︵
吹
田
市
︶
な
ど
北
摂
地
域
を
通
り

大

阪
府
東
部
の
門
真
市
駅
ま
で
を
結
ぶ

大
阪

都
心
部
か
ら
放
射
線
状
に
伸
び
る
私
鉄
各
線

を
環
状
で
接
続
し

大
阪
郊
外
の
発
展
を
支

え
た

本
線
の
ほ
か
に
２
０
０
７
年
に
延
伸

が
完
了
し
た
彩
都
線
︵
万
博
記
念
公
園
駅


彩
都
西
駅
茨
木
市
︶が
営
業
し
て
い
る


　
現
在

門
真
市
駅
か
ら
東
大
阪
市
若
江
西

新
町
に
向
け
て
南
方
向
に
延
長
８
・
９

の

延
伸
工
事
が
進
む

開
業
予
定
は

年
度


ほ
ぼ
全
線
が
府
道
大
阪
中
央
環
状
線
上
を
走

り
松
生
町︵
門
真
市
︶門
真
南︵
同
︶

鴻
池
新
田
︵
東
大
阪
市
︶

荒
本
︵
同
︶


瓜
生
堂
︵
同
︶
の
５
駅
︵
す
べ
て
仮
称
︶
が

新
設
さ
れ
る

終
点
の
瓜
生
堂
駅
北
側
に
は

車
両
基
地
を
建
設
す
る


　
完
成
す
る
と

大
阪
メ
ト
ロ
や
Ｊ
Ｒ

近

鉄
な
ど
新
た
に
４
路
線
と
接
続
し

鉄
道
ネ


ト
ワ

ク
機
能
が
強
化
さ
れ
る

大
阪
東

部
や
奈
良
方
面
か
ら
大
阪
空
港
へ
都
心
を
通

ら
ず
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
る

沿
線

開
発
の
促
進
に
も
期
待
が
大
き
い


　

年
３
月
に
事
業
認
可
を
取
得

基
礎
や

支
柱

軌
道
桁

駅
舎
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
部

を
大
阪
府
が

車
両

通
信
設
備

変
電
所

な
ど
イ
ン
フ
ラ
外
部
を
大
阪
モ
ノ
レ

ル

︵
吹
田
市

佐
藤
広
章
社
長
︶
が
担
う

車

両
基
地
は
同
社
が
府
か
ら
受
託
し
て
整
備
す

る


年
に
基
礎
・
支
柱

車
両
基
地
の
建

設
に
着
手

駅
舎
は

門
真
南
と
鴻
池
新
田

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る


　
イ
ン
フ
ラ
部
の
事
業
費
を
巡

て
は

４

月
に
大
阪
府
が

物
価
上
昇
な
ど
の
影
響
で

大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
と
発
表
し
た



年
度
に
算
出
し
た
約
７
８
６
億
円
か
ら

約

６
５
６
億
円
増
の
約
１
４
４
２
億
円
と
な

る


年
度
と
し
て
い
た
開
業
時
期
も

瓜

生
堂
駅
の
地
盤
が
想
定
よ
り
軟
弱
で
基
礎
工

法
を
変
更
し
た
た
め
４
年
後
ろ
倒
し
と
な


た

大
阪
府
建
設
事
業
評
価
審
議
会
都
市
整

備
部
会
は

変
更
案
を
審
議
し

整
備
効
果

が
十
分
見
込
め
る
と
し
て
事
業
継
続
が
妥
当

と
判
断

残
り
の
工
事
発
注
に
ゴ

サ
イ
ン

が
出
た
形
で

８
月
に
荒
本
駅
の
施
工
者
を

決
め
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
一
般
競
争
入
札
手
続
き

が
始
ま

た


月

日
に
開
札
す
る


　
★

★

　
東
京
都
西
部
を
走
る
多
摩
都
市
モ
ノ
レ


ル
は

東
大
和
市
の
上
北
台
駅
か
ら
南
に
向

か

て
多
摩
市
の
多
摩
セ
ン
タ

駅
ま
で
の



を
結
ぶ


駅
中

６
駅
で
Ｊ
Ｒ
・
私

鉄
と
接
続

１
日
平
均
乗
客
数
は

全
線
開

業
し
た
２
０
０
０
年
の
約
８
万
人
か
ら

年

は
約

万
２
０
０
０
人
ま
で
伸
び

多
摩
地

域
の
住
民
の
足
と
な

て
い
る


　
東
京
都
は

多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ル
の
北

の
終
点
・
上
北
台
駅
か
ら
北
西
に
向
か

て

約
７

延
伸
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る

新

青
梅
街
道
沿
い
に

東
大
和
市
か
ら
武
蔵
村

山
市
を
横
断
し

終
点
は
Ｊ
Ｒ
八
高
線
・
箱

根
ケ
崎
駅
︵
瑞
穂
町
︶
と
接
続
す
る

七
つ

の
駅
が
新
設
さ
れ
る

東
京
都
市
区
部
で
唯

一
鉄
道
駅
の
な
か

た
武
蔵
村
山
市
に
は
待

望
の
延
伸
だ


　
都
は

年
度
頃
の
都
市
計
画
決
定
を
目
指

し

手
続
き
を
行

て
い
る

運
行
事
業
者

の
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ル
︵
立
川
市

奥
山

宏
二
社
長
︶
は
７
月
に
軌
道
法
に
基
づ
く
特

許
を
国
土
交
通
相
に
申
請
し
た

大
阪
モ
ノ

レ

ル
延
伸
と
同
様

イ
ン
フ
ラ
部
を
東
京

都
が

イ
ン
フ
ラ
外
部
を
多
摩
都
市
モ
ノ
レ


ル
が
建
設
す
る
事
業
ス
キ

ム
と
な
る


建
設
費
は
イ
ン
フ
ラ
部
約
９
０
０
億
円

イ

ン
フ
ラ
外
部
約
３
９
０
億
円
を
合
わ
せ
て
約

１
２
９
０
億
円
を
予
定
し
て
い
る

開
業
は


年
代
半
ば
を
目
指
し
て
い
る


　
も
と
も
と
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ル
に
は
総

延
長


に
及
ぶ
路
線
構
想
が
存
在
し
た


こ
の
う
ち

年
の
交
通
政
策
審
議
会
︵
交
政

審

国
交
相
の
諮
問
機
関
︶
に
よ
る
東
京
圏

の
都
市
鉄
道
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
上
北
台

箱
根
ケ

崎

多
摩
セ
ン
タ


町
田

多
摩
セ
ン
タ



八
王
子
の
３
ル

ト

建
設
用
地
と
な

る
道
路
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
上
北
台

箱

根
ケ
崎
ル

ト
が
先
行

次
に

現
在
の
南

側
終
点
に
あ
た
る
多
摩
セ
ン
タ

駅
か
ら
南

下
し
て
町
田
駅
︵
町
田
市
︶
に
至
る
町
田
ル


ト
が
事
業
化
を
目
指
し
て
い
る

交
政
審

の
答
申
で
は

道
路
整
備
の
進
捗
を
見
極
め

つ
つ

事
業
化
に
向
け
て
具
体
的
な
調
整
を

進
め
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た


年
に
は
延
長



の
ル

ト
が
決
定
し

地
元
を
中
心
に

実
現
へ
の
機
運
が
高
ま

て
い
る


　
残
る
八
王
子
ル

ト
は

小
田
急
・
唐
木

田
駅
京
王
・
南
大
沢
駅
Ｊ
Ｒ
八
王
子
み
な

み
野
駅
付
近
を
通

て
八
王
子
駅
に
至
る


答
申
で
は
﹁
事
業
性
に
課
題
が
あ
る
﹂
と
さ

れ
た
が

事
業
計
画
の
さ
ら
な
る
検
討
が
待

た
れ
る


多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ル

上
野
動
物
園
に
ジ


ト
コ

ス
タ

式
乗
り
物 選定された新たな乗り物のイメージ

（東京都報道発表資料から）

　年に廃止された上野動物園（東京都台東区）のモ
ノレールが、新たな乗り物に生まれ変わる。鉄道事業法
に基づく交通機関として、東京都交通局が年に運行
を始めたモノレール（延長約ｍ）は、車両の経年劣
化などで年から運行を休止していた。都はこれに代わ
る乗り物の導入を決め、車両や運行形態の提案を公募。
今年３月、都市型ロープウエー「横浜エアキャビン」
（横浜市西区）を運営する泉陽興業（大阪市浪速区）の
提案を選定した。年度末の運行開始を目指している。
　新たな乗り物はジェットコースターと同じ構造で、上
り勾配はモーター駆動、下り勾配は条件により位置エネ
ルギーを使う省エネシステムを採用する。都は東園と西
園を結んでいたモノレール施設の解体工事を進めてお
り、ほぼ同じルートを通る新施設の駅舎や軌道、車両な
どの設計に着手する。設計者を決める希望制指名競争入
札を８月に開札したが不調だった。都は月下旬の契約
を目指し、再度入札を行う予定としている。



　鉄道の日

インタビュー　和歌山大学紀伊半島価値共創基幹災害科学・レジリエンス共創センター教授　西川　一弘氏

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　１０月１１日　（金曜日）

列
車
か
ら
の
避
難
方
法
を
明
示
す
る
リ

フ
レ

ト
︵
西
川
教
授
提
供
︶

列
車
外
へ
の
避
難
方
法
の
案
内
表
示

︵
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
鶴
見
線
内
︶

自
治
体
と
協
力
し
安
全
確
保
を

　
東
日
本
大
震
災
以
後

津
波
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
で
強
化
さ
れ
て
い
る

わ
が
国
に
は
海

岸
沿
い
を
路
線
に
持
つ
鉄
道
が
多
く

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
の
切
迫
性
が
高
ま
る
中

鉄
道
分
野

の
津
波
防
災
対
策
は
喫
緊
の
課
題

鉄
道
防
災
に
詳
し
い
和
歌
山
大
学
紀
伊
半
島
価
値
共
創
基
幹
災

害
科
学
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
共
創
セ
ン
タ

の
西
川
一
弘
教
授
に
話
を
聞
い
た


施設整備や訓練の充実が課題

防
災
訓
練
に
も
な
る
鉄
学
の
一
コ
マ
︵
西
川
教
授
提
供
︶

　（にしかわ・かずひろ）年和歌山大学経済学部卒、
年大阪市立大学大学院経営学研究科前期博士課程修了。和歌

山大学紀伊半島価値共創基幹准教授、和歌山大学学長補佐な
どを経て、年月から現職。大阪府出身、歳。

乗客避難はソフト対策に限界
　


南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
津
波
に
よ
る

被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る


　
﹁
東
日
本
大
震
災
の
頃
か
ら

甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
災
害
の
た
び
に
﹃
想
定
外
﹄

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

た


政
府
の
中
央
防
災
会
議
に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
被
害
想
定
は

想
定
内
に
収
め
よ
う

と

過
大
と
も
思
え
る
よ
う
な
推
計
値
に
な


て
い
る
印
象
だ

貴
重
な
人
命
や
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
上
で
は
必
要
な
こ
と
で
あ

り

Ｌ
１
レ
ベ
ル
︵
比
較
発
生
頻
度
の
高
い

津
波
︶
の
防
災
対
策
を
と

て
い
た
ら

Ｌ

２
レ
ベ
ル
︵
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
︶
の
災
害

が
発
生
し
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て
は
意
味

が
な
い

甚
大
な
被
害
想
定
で
あ
る
Ｌ
２
レ

ベ
ル
に
悲
観
し
て
何
の
対
応
も
取
ら
ず
に
諦

め
て
い
た
ら

実
際
に
起
き
た
の
は
Ｌ
１
レ

ベ
ル
の
災
害
で

助
か

た
は
ず
の
被
害
者

を
出
し
て
も
い
け
な
い
﹂

　


鉄
道
利
用
中
に
被
災
す
る
可
能
性
も

あ
る


　
﹁
和
歌
山
県
内
の
海
岸
沿
い
に
は

南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
と

最
悪
の
ケ


ス
で
高
さ


の
津
波
が
３

５
分
で
到
達

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

Ｊ
Ｒ
西
日
本
・

紀
勢
本
線
の
県
内
区
間
で
は

３
分
の
１
が

津
波
浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る

走
行
中
に

地
震
が
発
生
し
た
場
合

運
転
手
と
車
掌
の

い
る
先
頭
・
最
後
尾
車
両
か
ら
の
避
難
で
は


乗
客
全
員
の
待
避
に
間
に
合
わ
な
い

地
元

の
高
校
生

人
に
協
力
し
て
も
ら

て
実
験

し
た
と
こ
ろ

全
員
を
車
両
か
ら
降
ろ
す
の

に
８
分

秒
か
か

た

最
も
速
く
逃
げ
る

に
は
乗
務
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
な
く

全

車
両
全
て
の
扉
を
開
け
て
の
退
避
だ

そ
の

際

避
難
は
し
ご
が
あ
れ
ば
利
用
し

な
け

れ
ば
床
に
腰
掛
け
て
か
ら
路
面
に
脱
出
す
る

﹃
腰
掛
け
降
車
﹄
が
け
が
を
負
う
恐
れ
も
小

さ
く
避
難
で
き
る

車
両
床
面
は
路
盤
よ
り

も
１
・
５

以
上
の
高
所
に
あ
り

単
純
な

﹃
飛
び
降
り
降
車
﹄
で
は
け
が
を
す
る
可
能

性
が
高
い
ほ
か

飛
び
降
り
る
前
に
恐
怖
心

を
抱
き

避
難
を
た
め
ら
う
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い

﹃
腰
掛
け
降
車
﹄
は
鉄
道
会
社

に
は
認
知
さ
れ
て
い
る
が

一
般
へ
の
周
知

は
十
分
で
な
い
と
思
う
の
で

リ
ス
ク
情
報

の
普
及
が
今
後
の
課
題
だ
と
思
う
﹂

　


海
岸
沿
い
を
走
る
鉄
道
は
全
国
に
あ

る


　
﹁
こ
の
腰
掛
け
降
車
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
避

難
訓
練
に
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ

他
の
鉄
道

会
社
に
も
広
が
り

海
岸
線
を
走
行
す
る
ほ

と
ん
ど
の
鉄
道
が
取
り
入
れ
て
い
る

現
時

点
で

乗
客
に
認
知
さ
れ
て
い
る
方
法
だ
と

は
言
い
切
れ
な
い
の
で

津
波
浸
水
区
域
内

を
走
行
す
る
鉄
道
会
社
は
い
ち
早
く
周
知
を

図
る
必
要
が
あ
る

既
に
車
内
扉
付
近
へ
の

掲
示
や

特
急
列
車
の
座
席
ポ
ケ

ト
に
告

知
案
内
書
︵
リ

フ
レ

ト
︶
を
入
れ
て


案
内
し
て
い
る
鉄
道
会
社
も
あ
る

も
ち
ろ

ん

各
車
両
に
は
避
難
用
の
は
し
ご
が
常
備

さ
れ
て
い
る
ほ
か

紀
勢
本
線
の
一
部
区
間

に
は
線
路
沿
い
に
避
難
用
の
降
車
台
が
設
け

ら
れ
る
な
ど

迅
速
な
避
難
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
﹂

　


津
波
に
対
す
る
防
災
の
取
り
組
み
が

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

鉄
道
分
野
な
ら
で

は
の
特
長
は


　
﹁
駅
員

乗
務
員
へ
の
防
災
訓
練
は
徹
底

さ
れ
て
い
る
一
方
で

乗
客
の
防
災
対
策
は

万
全
と
は
い
え
な
い

乗
客
は

﹃
避
難
さ

せ
ら
れ
る
﹄
と
無
意
識
に
思

て
お
り

乗

務
員
に
従

て
い
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る

人
が
多
い
だ
ろ
う

巨
大
地
震
・
津
波
の
発

生
時
に
は
乗
務
員
の
誘
導
は
な
い
と
考
え


自
ら
避
難
行
動
を
始
め
る
べ
き
だ

そ
れ
に

は
乗
客
が
安
全
な
場
所
ま
で
避
難
で
き
る
情

報
を
平
時
か
ら
周
知
・
浸
透
さ
せ
る
取
り
組

み
が
必
要

日
々
乗
り
降
り
す
る
通
勤
・
通

学
客
で
あ
れ
ば

勤
務
先
や
学
校
な
ど
で
の

防
災
訓
練
を
通
じ
て

鉄
道
利
用
時
で
も
備

え
は
で
き
る
と
思
う

大
手
鉄
道
会
社
で
あ

れ
ば

一
般
乗
客
を
交
え
た
避
難
訓
練
も
実

施
し
て
い
る

対
応
で
き
て
い
な
い
と
思
う

の
は
観
光
客
な
ど
の
一
時
的
な
利
用
客
で


避
難
方
法
の
周
知
は
課
題
と
い
え
る

県
内

の
高
校
で
は
住
民
や
居
合
わ
せ
た
観
光
客
な

ど
の
避
難
を
誘
導
す
る
訓
練
を

年
以
上
行


て
お
り

発
災
時
に
は
他
の
乗
客
と
協
力

し
合
う
と
思
う
一
時
利
用
者
で
あ

て
も


車
内
に
取
り
残
さ
れ
る
事
態
は
起
き
な
い
は

ず
だ
﹂

　
﹁
避
難
経
路
の
案
内
掲
示
板
の
設
置
が
各

地
で
進
ん
で
い
る

紀
勢
本
線
沿
線
は
避
難

経
路
を
矢
印
で
示
す
表
示
板
が
至
る
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
た
だ
和
歌
山
県
以
外
だ
と

一
目
見
て
分
か
ら
な
い
よ
う
な
案
内
板
や


避
難
先
を
示
す
方
向
を
正
し
く
表
示
し
て
い

な
い
地
図
な
ど
も
垣
間
見
る
こ
と
が
あ
り


検
証
が
必
要
だ
ろ
う
地
方
自
治
体
・
自
治
会

な
ど
は
住
民
防
護
を
優
先
に
考
え
て
お
り


鉄
道
か
ら
の
避
難
者
受
け
入
れ
を
念
頭
に
置

い
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る

鉄
道
敷
地
内

だ
け
で
は
安
全
な
場
所
ま
で
避
難
で
き
な
い

区
間
も
あ
る
の
で
人
命
を
最
優
先
に
考
え


敷
地
外
へ
も
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い

公
道
に
接
し
て
い
な
い
海
岸
沿
い
の
区

間
で
は
津
波
か
ら
の
避
難
が
難
し
い
の
で


防
潮
堤
な
ど
ハ

ド
の
力
で
防
護
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂

　


鉄
道
防
災
を
考
え
る
上
で

教
訓
に

な

た
過
去
災
害
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か


　﹁
走
行
中
の
鉄
道
が
地
震
で
転
覆
し
た
り


津
波
で
流
出
し
た
り
し
た
事
例
は

近
年
な

い

東
日
本
大
震
災
で
は
７
本
の
列
車
が
被

災
し
た

乗
客
は
い
ず
れ
も
列
車
か
ら
は
避

難
し
て
い
る

避
難
先
で
被
災
し
た
方
が
い

た
ほ
か

駅
員
が
犠
牲
に
な

た

近
年
の

災
害
で
は

脱
線
事
例
は
あ
る
が

列
車
の

転
覆
は
防
げ
て
お
り

鉄
道
会
社
の
災
害
対

策
は
相
当
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る

地

震
を
早
期
に
検
知
し
た
ら
送
電
を
停
止
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
ん
で
お
り

精
度

向
上
へ
の
投
資
は
今
後
も
必
要
だ

過
去
に

発
生
し
た
自
然
災
害
で
被
害
者
が
出
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず

能
登
半
島
地
震
で
は

列
車
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
乗
客
は
津
波
警

報
発
表
後

迅
速
に
避
難
し
た

東
日
本
大

震
災
後
の
津
波
対
策
意
識
が
浸
透
し
て
い
る

と
評
価
で
き
る
﹂

　
﹁
鉄
道
会
社
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
今

後
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
災
害
の
対
応
と
し

て

津
波
浸
水
想
定
区
域
を
走
行
し
て
い
た

ら

高
台
な
ど
の
安
全
な
場
所
ま
で
移
動
し

て
か
ら
列
車
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い

る

停
電
に
備
え
て

あ
る
程
度
は
自
走
す

る
た
め
の
緊
急
用
蓄
電
池
を
搭
載
す
る
電
車

も
増
え
て
き
た
﹂

　


西
川
教
授
は
鉄
道
防
災
教
育
・
地
域

学
習
列
車
﹁
鉄
学
﹂
を
主
催
し
て
い
る


　
﹁
防
災
訓
練
だ
け
で
は
な
じ
み
に
く
い
の

で

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
べ
る
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
る

一
時
停
車
し
た
列
車

か
ら
避
難
は
し
ご
で
降
り
て

﹃
映
え
る
﹄

ス
ポ

ト
に
行
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
せ

ば

避
難
は
し
ご
利
用
の
訓
練
に
も
つ
な
が

る

こ
う
し
た
訓
練
に
も
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
防
災
力
を
高
め
た
い

南
海
ト

ラ
フ
地
震
で
は
非
常
に
厳
し
い
被
害
が
想
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の

東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
と
ら
れ
る
よ
う

に
な

た

災
害
は
規
模
だ
け
で
な
く
発
生

時
間
帯

天
候
な
ど

毎
回

異
な
る
様
相

を
見
せ
る

想
定
通
り
に
も
起
き
な
い
だ
ろ

う

あ
ら
ゆ
る
事
態
を
念
頭
に

最
悪
の
状

況
に
対
応
で
き
る
よ
う

日
ご
ろ
か
ら
の
訓

練
を
怠
ら
ず

生
存
率
を
高
め
る
努
力
が
必

要
だ
﹂




　鉄道の日

東京都市大学　　　　　　
都市生活学部都市生活学科

教授　高柳　英明氏

（１１） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１０月１１日　（金曜日）

群
衆
事
故
防
止
へ
混
雑
緩
和
が
急
務

にぎわい創出にも貢献

　
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
鉄
道
利
用
者
数
が
首
都
圏
を
中
心
に
回
復
し

て
き
た

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
で
の
過
度
な
混
雑
は
群
衆
事
故
の
危
険

性
を
は
ら
む

駅
や
空
港
な
ど
大
規
模
空
間
で
人
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取

り
組
む

東
京
都
市
大
学
の
高
柳
英
明
教
授
に
話
を
聞
い
た


　（たかやなぎ・ひであき）年早稲田
大学理工学部建築学科卒、年同大学大学
院理工学研究科博士前期課程修了、年
同大学大学院理工学研究科博士後期課程修
了。博士（工学）。千葉大学工学部デザイ
ン工学科助手、滋賀県立大学環境科学部環
境建築デザイン学科助教授・准教授、東京
都市大学准教授を経て年から現職。専門
は人間行動学。名古屋市出身、歳。

ＪＲ品川駅の自由通路。年度のＪＲ東日本品川駅の１日平均
乗車人員は万人（ＪＲ東日本公表）

　


空
間
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
と
し

て

わ
が
国
の
タ

ミ
ナ
ル
駅
を
ど
う
見

て
い
る


　
﹁
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
伴
い

東
京
を

中
心
に
外
国
人
観
光
客
も
再
び
増
加
し
て

き
た

正
確
な
数
値
は
ま
だ
把
握
し
て
い

な
い
が

首
都
圏
タ

ミ
ナ
ル
駅
が
建
設

さ
れ
た
当
初
想
定
し
て
い
た
収
容
力
を
超

え
て
い
る
の
は
確
か
だ

過
度
な
混
雑
は

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
す

朝
夕

の
混
雑
と
遅
延
に
加
え
て

終
電
間
際
は

利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ
れ

る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
駅
周
辺
に
人
が
一

極
集
中
し
た
場
合
に
は
雑
踏
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
も
あ
る

当
初
設
計
し
て
い
た

収
容
人
数
を
超
え
る
容
量
不
足
が
顕
在
化

し
て
い
る
と
考
え
る
﹂

　


大
規
模
空
間
で
の
人
流
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
伺
い
た
い


　
﹁
人
の
行
動
特
性
か
ら
建
築
計
画
を
科

学
す
る﹃
人
間
空
間
学
﹄を
扱

て
お
り


特
に
人
間
行
動
シ
ミ

レ

シ

ン
に
基

づ
い
た
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る

そ
の

一
つ
が
デ
ジ
タ
ル
上
で
人
の
流
れ
を
捉
え

る
﹃
群
集
シ
ミ

レ

シ

ン
モ
デ
ル
﹄

だ

商
業
施
設
や
駅
な
ど
の
大
規
模
空
間

で

人
は
不
規
則
に
動
い
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が

集
団
化
す
る
こ
と
で
﹃
流
れ

の
す
じ
﹄
が
み
え
る

駅
の
通
勤
集
団
な

ど
が
そ
の
典
型
だ

研
究
で
は
通
路
を
模

し
た
仮
想
空
間
に
障
害
物
を
設
置
し

通

路
の
両
端
か
ら
進
行
方
向
に
向
か

て
人

の
集
団
︵
流
れ
︶
を
動
か
す

障
害
物
の

並
べ
方
に
よ

て
群
衆
の
動
き
は
変
化
す

る

シ
ミ

レ

シ

ン
を
通
じ
て

混

雑
解
消
や
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
空
間
デ
ザ

イ
ン
で
の
活
用
を
図

て
い
る
﹂

　
﹁
こ
う
し
た
人
流
の
研
究
は
今
で
こ
そ

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

新
た
な
構
造
物

を
次
々
に
建
設
で
き
る
時
代
に
は

通
路

な
ら

安
全
に
多
く
の
人
間
が
通
行
で
き

る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た

そ
の
た

め
研
究
に
お
い
て
も
安
全
な
ど
に
関
す
る

研
究
が
主
流
だ

た

時
代
が
移
り
変
わ

り

現
在
は
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
つ

つ
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

人
間
の

感
性
と
行
動
特
性
に
寄
り
添

た
空
間
づ

く
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
﹂

　


コ
ロ
ナ
禍
で
駅
の
人
流
に
変
化
は

生
じ
た
か


　
﹁
人
流
は
密
度
と
速
度
に
よ

て
そ
の

場
所
の
快
適
さ
が
変
わ
る

実
は
コ
ロ
ナ

禍
前
後
を
比
べ
て
み
る
と

人
流
自
体
に

そ
こ
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
い

た
だ
全

国
的
に
感
染
が
拡
大
し

ニ


ス
な
ど

を
通
じ
て
人
流
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る

機
会
が
圧
倒
的
に
増
え
た

コ
ロ
ナ
禍
後

の
都
市
開
発
に
お
い
て

人
流
解
析
の
デ


タ
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ス
も
あ
る

ど

の
程
度
人
流
が
改
善
さ
れ
る
か

あ
る
い

は
建
物
整
備
に
よ
る
人
流
増
加
な
ど
の
デ


タ
を
報
告
す
る

社
会
全
体
の
機
運
と

し
て
人
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
が
一

般
的
に
浸
透
し

よ
り
意
識
す
る
よ
う
に

な

た
と
考
え
る
﹂

　


人
流
シ
ミ

レ

シ

ン
に
よ
る

駅
な
ど
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
期
待
す
る
こ

と
は


　
﹁
人
流
シ
ミ

レ

シ

ン
自
体
は
数

十
年
前
か
ら
あ
る
技
術
だ

例
え
ば
大
規

模
駅
舎
を
建
設
す
る
際
に
避
難
安
全
性
能

の
確
認
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
た

こ
う

し
た
火
災
時
の
避
難
経
路
の
解
析
な
ど
は

既
に
多
く
の
活
用
事
例
が
あ
り

技
術
的

に
も
確
立
さ
れ
て
い
る

今
後
は
施
設
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
使
い
方
を
進
め
る
べ

き
だ

駅
構
内
の
混
雑
解
消
や
通
路
の
視

認
性
向
上
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
空
間

の
快
適
さ
を
高
め
る
の
に
寄
与
で
き
る


現
在

複
数
の
企
業
と
共
同
で
研
究
が
進

行
中
だ

わ
が
国
で
は
今
あ
る
構
造
物
を

効
率
的
に
維
持
管
理
し
な
が
ら
利
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

人
流
シ
ミ


レ

シ

ン
で
人
の
感
性
に
響
く
空
間
デ

ザ
イ
ン
を
進
め
た
い
﹂

　


建
設
産
業
界
に
メ

セ

ジ
を


　
﹁
建
設
業
に
従
事
す
る
方
々
は
高
い
専

門
知
識
を
有
す
る

さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て

情
報
工
学
な
ど
他
分
野
と
の
連
携

を
深
め
る
べ
き
だ
﹂

　﹁
学
生
を
指
導
す
る
中
で
感
じ
る
の
は


今
の
学
生
は
﹃
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
﹄

と
い
う
思
い
が
私
た
ち
が
考
え
る
以
上
に

強
い

自
ら
の
仕
事
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
か

一
層
の
見

え
る
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
﹂


Interview

デジタルサイネージを用いた人流制御策考案

　
東
京
都
市
大
学
︵
東
京
都
世
田
谷
区


野
城
智
也
学
長
︶
都
市
生
活
学
部
都
市
生

活
学
科
の
高
柳
英
明
教
授
ら
は

複
数
の

企
業
と
共
同
で

渋
谷
駅
な
ど
首
都
圏
大

規
模
４
駅
の
人
流
デ

タ
を
基
に

混
雑

緩
和
な
ど
を
図
る
人
流
制
御
策
を
考
案
し

た

一
定
エ
リ
ア
に
混
雑
・
交
錯
・
滞
留

が
発
生
し
て
い
る
﹁
混
雑
負
荷
が
高
く
人

流
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
箇
所
﹂を
特
定


可
動
式
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

ジ
に
よ
る
情

報
提
示
・
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
に
よ

て


人
の
流
れ
を
動
的
に
制
御
・
誘
導
す
る
方

法
を
編
み
出
し
た


　
街
が
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
中


人
が
集
ま
る
場
所
で
の
地
震
や
災
害
時
の

対
応

群
衆
事
故
の
防
止
が
重
要
性
を
増

し
て
い
る

対
策
の
一
つ
と
し
て

よ
り

一
層
人
流
を
制
御
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ

て
い
る

人
流
制
御
と
は
混
雑
空
間
内
で

歩
行
者
が
形
成
す
る
流
れ
や

入
口
付
近

な
ど
に
発
生
す
る
人
だ
か
り
を
動
的
に
交

通
整
理
す
る
こ
と

駅
や
空
港

テ

マ

パ

ク
な
ど
大
規
模
空
間
を
質
の
高
い
空

間
と
す
る
に
は
﹁
人
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

不
可
欠
だ
﹂
と
高
柳
教
授
は
訴
え
る


　
高
柳
教
授
ら
は

一
人
一
人
の
挙
動
や

同
時
に
発
生
す
る
複
数
の
事
象
な
ど
を
詳

細
に
再
現
で
き
る
﹁
離
散
系
マ
ル
チ
エ


ジ

ン
ト
人
流
シ
ミ

レ

シ

ン
環

境
﹂を
構
築
し
た
こ
の
方
法
に
よ

て


従
来
の
シ
ミ

レ

シ

ン
で
は
困
難
だ


た
▽
自
由
歩
行
の
﹁
平
常
時
﹂
▽
災
害

が
発
生
し
た﹁
緊
急
時
﹂▽
発
災
か
ら
２


３
時
間
後
の
﹁
復
旧
時
﹂

の
３
様
態
を

包
括
的
に
再
現
で
き
る

平
常
時
の
歩
き

に
く
さ
を
解
消
す
る
だ
け
で
は
な
く

地

震
・
災
害
等
発
生
時
か
ら
復
旧
時
に
至
る

駅
構
内
の
混
乱
を
未
然
に
低
減
さ
せ
る


デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

ジ
は

時
間
帯
や
状

況
に
応
じ
て
設
置
場
所
を
変
更
し
や
す
い

よ
う
に
タ

チ
パ
ネ
ル
式
の
小
型
か
ら


手
洗
い
ス
タ
ン
ド
の
よ
う
な
大
き
さ
ま
で

を
想
定
し
た


　
同
シ
ミ

レ

シ

ン
は

大
規
模
な

ハ

ド
整
備
だ
け
に
依
存
し
な
い
駅
環
境

の
高
機
能
・
高
密
度
化
に
寄
与
で
き
る


既
存
施
設
を
効
率
的
に
活
用
す
る
手
段
と

し
て

人
流
シ
ミ

レ

シ

ン
は
﹁
有

効
な
手
段
の
一
つ
だ
﹂
と
高
柳
教
授

ま

た
今
後
の
展
開
と
し
て
混
雑
解
消
だ
け
で

は
な
く
﹁
意
図
的
な
人
だ
ま
り
や

に
ぎ

わ
い
創
出
の
検
討
に
も
活
用
で
き
る
﹂
と

可
能
性
も
示
唆
し
た


図
表
‖
東
京
都
市
大
学
報
道
発
表
資
料
か
ら

人流解析で快適な駅空間を追求



　鉄道の日

トラベルライター　横見　浩彦氏

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　１０月１１日　（金曜日）

改
築
は
住
民
合
意
で

　
横
見
浩
彦
氏
は


年
以
上
に
わ
た

て
鉄
道
で
全
国

を
旅
す
る
鉄
道
愛
好
家

１
９
９
５
年
に
Ｊ
Ｒ

２
０
０

５
年
に
私
鉄
の
全
駅
下
車
を
達
成
し
た

執
筆
活
動
や
講

演
活
動
を
行
う
横
見
氏
に

鉄
道
旅
の
楽
し
み
方
や
鉄
道

・
駅
舎
の
魅
力
な
ど
を
聞
い
た


　︵
よ
こ
み
・
ひ
ろ
ひ
こ
︶１
９
９
５
年

月
Ｊ
Ｒ
全
駅
下
車
達
成


２
０
０
５
年
２
月
私
鉄
全
駅
下
車
達
成

鉄
道
漫
画
﹃
鉄
子
の
旅
﹄

︵
小
学
館
︶
の
﹁
案
内
人
﹂
と
し
て
人
気
に

著
書
﹃
Ｊ
Ｒ
全
線
全

駅
下
車
の
旅
﹄
︵
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ

ズ
︶
ほ
か

１
９
６
１
年
生

ま
れ


地域性を大切に 年のＪＲ全駅下車を記念して、友人が横見さんへ
贈った看板

横見さんが撮影した下車駅の外観・内観

Interview

駅
構
内
位
置
図
②
　
下
車
し
た
駅
の
位
置

図
を
描
く
の
が
横
見
さ
ん
の
ル

テ


ン

全
駅
の
位
置
図
が
入
れ
物
の
中
に
ぎ


し
り
と
詰
ま

て
い
る

駅
構
内
位
置
図
①

　


鉄
道
を
好
き
に
な

た
き

か
け

は


　
﹁
子
ど
も
時
代

鉄
道
の
時
刻
表
︵
冊
子

型
︶
を
見
て
い
た
友
人
の
影
響
を
受
け
て
興

味
を
持

た
の
が
き

か
け
で
あ
る

友
人

が
東
海
道
線
の
全
駅
名
を
暗
記
し
て
い
た
の

に
感
銘
を
受
け

対
抗
意
識
を
燃
や
す
よ
う

に
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で
い

た

初
め

て
鉄
道
旅
に
出
た
の
は
高
校
１
年
生
の
三
学

期
で
あ
る

当
時
は
国
鉄
︵
現
Ｊ
Ｒ
︶
の
普

通
・
快
速
列
車
な
ど
が
乗
り
放
題
に
な
る

﹃
青
春

き

ぷ
﹄
が
な
か

た
の
で

周

遊
券
を
使

て
一
人
旅
を
し
た

初
め
て
鉄

道
旅
を
す
る
時
ま
で
は

時
刻
表
を
読
み
込

ん
で
鉄
道
愛
を
深
め
て
い
た
﹂

　
﹁
現
在
は
宿
泊
を
交
え
な
が
ら
旅
を
し
て

い
る

昔
は
夜
行
列
車
を
使

て

宿
無
し

で
旅
を
し
て
い
た

周
遊
券
を
使
え
ば
夜
行

列
車
の
自
由
席
は
乗
り
放
題
な
の
で

そ
こ

で
睡
眠
を
取

て
い
た

そ
れ
を
２
週
間
繰

り
返
し
た
﹂

　


列
車
本
数
の
少
な
い
駅
を
巡
る
の
は

大
変
だ
と
思
う
が


　
﹁
効
率
良
く
回
る
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ

る

事
前
に
列
車
ダ
イ
ヤ
を
調
べ
て
い
か
に

効
率
良
く
列
車
に
乗
る
か
考
え
る
の
が
鉄
道

旅
の
醍
醐
味
だ

駅
を
進
ん
で
は
戻
る
と
い

う
乗
り
方
を
繰
り
返
す
方
法
﹃
横
見
式
﹄
で

は

待
ち
時
間
を
最
小
限
に
抑
え

本
数
の

少
な
い
駅
巡
り
の
所
要
時
間
を
大
幅
に
減
ら

せ
る
﹂

　


鉄
道
で
旅
を
す
る
良
さ
と
鉄
道
旅
を

こ
れ
か
ら
始
め
る
人
へ
の
助
言
を
お
願
い
し

た
い


　
﹁
天
気
が
多
少
悪
か

た
り
自
分
が
疲
れ

て
い
た
り
し
て
も
乗
車
す
れ
ば
目
的
地
ま
で

勝
手
に
連
れ
て
行

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
良

さ
だ

鉄
道
旅
の
経
験
が
な
い
人
に
は

山

手
線
の
よ
う
な
環
状
線
で
一
周
し
て
み
る
こ

と
を
お
勧
め
す
る
﹂

　


横
見
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は


　
﹁
運
賃
計
算
ル

ル
な
ど
を
細
か
く
調
べ

て

適
正
な
方
法
で
で
き
る
だ
け
安
く
乗
る

の
が
こ
だ
わ
り
だ

首
都
圏
の
場
合

山
手

線
を
よ
り
安
く
一
周
す
る
の
で
あ
れ
ば

新

橋
駅
か
ら
品
川
駅

新
宿
駅

池
袋
駅

上

野
駅
を
通
る
外
回
り
線
に
乗

て
有
楽
町
駅

で
下
車
す
る
と

新
橋
駅
か
ら
内
回
り
線
に

乗

て
有
楽
町
駅
で
下
車
し
た
時
と
同
じ
乗

車
賃
で
済
む

折
り
返
し
や
重
複
乗
車
し
な

い
限
り
は
実
際
に
乗
車
す
る
経
路
に
か
か
わ

ら
ず

最
短
営
業
距
離
で
運
賃
を
計
算
す
る

た
め
だ
﹂

　


鉄
道
旅
で
経
験
し
た
印
象
深
い
エ
ピ

ソ

ド
は


　
﹁
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
い
な
い
時
代


無
人
駅
で
電
車
が
大
幅
に
遅
延
し
た
時
は
大

変
苦
労
し
た

案
内
が
な
い
た
め

列
車
が

遅
延
し
て
い
る
理
由
や
ど
れ
く
ら
い
遅
れ
て

い
る
か
が
分
か
ら
な
い
の
だ

何
も
情
報
が

無
い
中

日
だ
け
が
暮
れ
て
次
第
に
心
細
く

な

て
い
く

長
時
間
列
車
が
来
な
い
と
き

は
諦
め
て

通
り
が
か
り
の
自
動
車
に
相
乗

り
を
お
願
い
し
て
移
動
し
た
時
も
あ

た
﹂

　


駅
舎
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
か


　
﹁
一
人
一
人
顔
が
違
う
よ
う
に

駅
舎
も

全
て
外
観
や
表
情
が
違
う

似
て
い
る
駅
舎

で
も

違
う
部
分
は
必
ず
あ
る

特
徴
が
あ

る
駅
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
駅
も
あ
る

無

個
性
で
も
そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
個
性
だ
と

考
え
る

下
車
し
て

駅
舎
を
見
に
い
く
時

は
友
人
に
会
い
に
い
く
よ
う
な
高
揚
感
を
覚

え
る
﹂

　


鉄
道
写
真
を
撮
る
の
が
好
き
な
﹁
撮

り
鉄
﹂

鉄
道
に
乗
る
の
が
好
き
な
﹁
乗
り

鉄
﹂な
ど
鉄
道
愛
好
家
に
も
分
野
が
あ
る


横
見
さ
ん
は
乗
り
鉄
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

か


　
﹁
乗
り
鉄
だ




代
で
Ｊ
Ｒ

私
鉄

全
駅
下
車
を
達
成
し
た

Ｊ
Ｒ
の
４
６
３
６

駅
全
駅
下
車
を
達
成
し
た
期
間
は
３
年
８
カ

月
私
鉄
５
２
０
７
駅
は
約
４
年
で
あ

た


以
降

新
駅
が
完
成
す
る
た
び
に

制
覇
し

て
い
る

駅
で
下
車
し
た
ら
駅
構
内
の
位
置

図
を
描
き

改
札
を
出
た
ら
駅
舎
を
撮
影
す

る
の
が
習
慣
だ
﹂

　


ど
の
よ
う
な
駅
舎
を
好
ん
で
い
る
の

か


　
﹁
木
で
造
ら
れ
た
昔
の
民
家
の
よ
う
な
駅

だ

温
か
み
が
あ
り

安
心
感
や
落
ち
着
き

を
与
え
て
く
れ

懐
か
し
さ
を
感
じ
る

建

て
替
え
な
ど
で
こ
う
い

た
駅
舎
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
寂
し
く
思
う

私
は
そ
の
地

に
と

て
は
よ
そ
者
で
た
だ
の
旅
客
な
の

で

時
代
の
流
れ
に
文
句
を
つ
け
る
気
持
ち

は
な
い

地
元
の
方
に
と

て
は
便
利
に
な

る
か
も
し
れ
な
い

私
た
ち
が
口
を
挟
む
こ

と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
﹂

　
﹁
私
が
好
き
な
駅
の
一
つ
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道

釧
網
本
線
の
無
人
駅
・
止
別
︵
や
む
べ
つ
︶

駅
︵
北
海
道
小
清
水
町
︶

外
観
が
昔
な
が

ら
の
駅
舎
で

駅
舎
内
に
は
ラ

メ
ン
店

﹃
ラ

メ
ン
き

さ
え
き
ば
し

﹄
が
入
居

し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
西
日
本
木
次
線
の
亀
嵩

︵
か
め
だ
け
︶
駅
︵
島
根
県
仁
奥
出
雲
町
︶

は
駅
舎
内
に
そ
ば
屋
が
入
居
し
て
い
る

ど

ち
ら
も
無
人
駅
な
の
で

旅
客
を
対
象
と
し

た
店
で
は
な
い
と
思
う
が

と
て
も
お
い
し

い

外
観
が
好
き
な
の
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
津
山

線
の
亀
甲
駅
︵
岡
山
県
美
咲
町
︶
だ

カ
メ

の
甲
羅
を
模
し
た
八
角
形
の
屋
根
の
上
に
カ

メ
の
頭
の
形
を
し
た
置
物
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
だ
﹂

　


ほ
か
に
特
色
の
あ
る
駅
舎
は


　
﹁
温
泉
を
併
設
し
て
い
る
秘
境
駅
が
数
カ

所
あ
る

長
良
川
鉄
道
越
美
南
線
の
み
な
み

子
宝
温
泉
︵
岐
阜
県
郡
上
市
︶
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
北
上
線
の
ほ

と
ゆ
だ
駅
︵
岩
手
県
西
和

賀
町
︶
は
駅
舎
と
温
泉
を
併
設
し
て
い
る


駅
舎
の
利
用
形
態
の
一
つ
と
し
て
良
い
取
り

組
み
だ
と
思
う

Ｊ
Ｒ
東
日
本
陸
羽
東
線
の

鳴
子
温
泉
駅
︵
宮
城
県
大
崎
市
︶
は

温
泉

が
駅
舎
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が

待
合
室

が
劇
場
の
よ
う
に
階
段
状
に
な

て
い
て


内
観
が
魅
力
的
だ
﹂

　


有
名
建
築
家
が
設
計
し
て
い
る
駅
舎

も
あ
る


　﹁
私
は
あ
ま
り
関
心
を
持

て
い
な
い
が


駅
舎
の
外
観
に
多
様
性
が
あ
る
の
は
良
い
と

思
う
﹂

　


リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば

新
駅
も
で
き
る


　
﹁
自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ

た
計

画
が
つ
い
に
実
現
す
る
の
だ
と
思
う
と
感
慨

深
い
気
持
ち
に
な
る

ぜ
ひ

乗

て
み
た

い
と
思

て
い
る

東
京
か
ら
大
阪
ま
で
所

要
時
間
約
１
時
間
の
た
め
味
気
な
い
け
れ

ど

そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
み
だ

鉄
道
技
術

が
進
化
し
移
動
効
率
が
重
要
視
さ
れ
る
と
と

も
に

地
域
に
根
付
い
た
駅
や
風
景
を
大
切

に
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
う
﹂


鉄道愛好家が語る駅舎の魅力



　鉄道の日　首都圏民鉄各社の設備投資計画（計画内容は報道発表時）
（１３） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１０月１１日　（金曜日）

京成電鉄 京成本線荒川橋梁架け替え工事継続 西武鉄道 過去最大の億円投資 東武鉄道 ５駅で駅舎リニューアル工事実施

相鉄グループ 海老名駅新駅舎の工事進む 東京メトロ 億円の設備投資を計画 京浜急行電鉄 泉岳寺駅の機能強化

京王電鉄 笹塚駅～仙川駅の連立事業推進小田急電鉄 鶴川駅・藤沢駅橋上駅舎化工事推進東急電鉄 田園都市線地下区間５駅で改装事業実施

　東武鉄道は総額億円を投じ、鉄道立体化をはじめとするさまざまな取
り組みを推進している。鉄道立体化については、とうきょうスカイツリー駅
～曳舟駅間（東京都墨田区、事業延長約．㎞）、春日部駅付近（埼玉県春
日部市、事業延長約．㎞）、清水公園駅～梅郷駅間（千葉県野田市、事業
延長約．㎞）３カ所で工事を進めている。
　自然災害に備え、地震や気候変動のリスクに強い鉄道を目指し、高架橋柱
等耐震補強や法面補強などの防災対策工事を引き続き推進する。本年度は、
小菅駅（東京都葛飾区）～五反野駅間（足立区）、谷塚駅（埼玉県草加市）
～北越谷駅間（越谷市）、新鎌ケ谷駅（千葉県鎌ケ谷市）～船橋駅（船橋市）
間の高架橋柱などの耐震補強、北千住駅（東京都足立区）構内・小菅駅～五
反野駅間、成増駅（板橋区）～和光市（埼玉県和光市）駅間ののり面補強を
実施する。
　年度は、武里駅（春日部市）、久喜駅（久喜市）、新古河駅（加須市）、
武蔵嵐山駅（嵐山町）、江戸川台駅（千葉県流山市）の５駅のリニューアル
工事を引き続き実施する。年度に施行協定を締結した初石駅（流山市）は、
本年度から駅舎整備工事を開始する。

　西武鉄道は年度、過去最大の億円の鉄道事業設備投資を実施する。
　連続立体交差事業では、中井駅（東京都新宿区）～野方駅（東京都中野区、
事業延長約．㎞）間の地下化、東村山駅付近（東京都東村山市、事業延長
約．㎞）間での高架化工事を進めており、交通渋滞の解消と地域の一体化
が期待される。井荻駅（東京都杉並区）～西武柳沢駅（東京都西東京市、事
業延長約．㎞）では工事着手に向けた準備を進めている。
　駅施設では、ホームドアの整備、エレベーターやエスカレーターの更新を
行い、利用者の安全性と快適性を強化する。練馬高野台駅（東京都練馬区）
と石神井公園駅（東京都練馬区）では本年度中にホームドアが稼働予定だ。
入曽駅（埼玉県狭山市）では東西自由通路や橋上駅舎を整備し、東口・西口
それぞれの駅前広場、計画中の複合型商業施設と接続する。
　年度以降には、年度に都市計画決定した西武新宿駅（東京都新宿区）
からつながる新宿サブナードとメトロプロムナードを結ぶ新しい地下通路の
早期実現に向けた具体的な検討や関係者協議が進む予定だ。

　京成電鉄は年度に前年度比億円増の総額億円の設備投資を行い、
安全性と利便性の向上を目指す建設プロジェクトを展開する。
　押上線四ツ木駅～青砥駅（東京都葛飾区、事業延長約．㎞）では、連続
立体交差事業の仮下り線工事を進める。同区間の連続立体交差事業の完了で
カ所の踏切が廃止され、渋滞の緩和や、道路・鉄道の安全性が向上する見
込みだ。
　京成関屋駅（足立区）～堀切菖蒲園駅（葛飾区、事業延長約．㎞）間で
は、国の荒川下流特定構造物改築事業の一環として京成本線荒川橋梁架け替
え工事を引き続き実施する。
　市川真間駅（千葉県市川市）や京成中山駅（船橋市）のリニューアル工事
は本年度完了するほか、青砥駅などのリニューアル工事を引き続き推進する。
　高架橋の耐震補強工事も進めており、大規模地震への備えを強化する。成
田空港の機能強化に対応するため、京成電鉄最大の車両基地・宗吾車両基地
（千葉県酒々井町）での新工場建設や施設拡充も実施する。そのほか、駅施
設のリニューアルやバリアフリー化の推進により、全ての利用者が快適に利
用できる環境を整備し、持続可能な鉄道運営を実現する。

　新・中期事業戦略の初年度となる東急電鉄は、約億円の設備投資を行
う。
　年度は、昨年度都市計画決定した大井町線戸越公園駅（東京都品川区）
付近の連続立体交差事業実現に向け、工事着手に向けた具体的な調査や設計
を推進する。
　東京都世田谷区内の田園都市線地下区間５駅（池尻大橋駅・三軒茶屋駅・
駒澤大学駅・桜新町駅・用賀駅）では駅のリニューアルプロジェクト「Gree
n UNDER GROUNDを推進している。第１弾の駒澤大学駅は本年度夏頃か
ら順次竣工予定だ。第２弾の桜新町駅は年夏頃の竣工を予定している。
東急電鉄が取り組んできた木材活用駅改良プロジェクト「木になるリニュー
アル」の一貫で、戸越銀座駅、旗の台駅、長原駅に続く新たな駅での実施に
向けて検討を深化させる。
　災害リスク対策として、降雨・浸水対策、耐震補強工事を実施する。本年
度は、青葉台駅～田奈駅（横浜市青葉区）で法面補強、大倉山駅～菊名駅
（港北区）間、二子玉川駅（東京都世田谷区）の高架橋ならびに学芸大学駅
～都立大学駅（目黒区）間の擁壁の耐震補強工事に着手予定だ。
　田園都市線に電力を供給する市が尾変電所（横浜市青葉区）は、関東大手
民鉄で初めて大規模蓄電システムを設置する。

　小田急電鉄は、年度に総額億円の鉄道事業設備投資を実施する。
　相模大野駅（相模原市南区）、海老名駅（神奈川県海老名市）、中央林間
駅（大和市）、大和駅（大和市）の全ホームにホームドアを設置する。そ
の他の駅でもホームドア設置のための補強工事に着手し、新宿駅（東京都新
宿区）から本厚木駅（神奈川県厚木市）までの各駅と藤沢駅（藤沢市）で整
備を進める。
　橋梁や高架橋の耐震補強工事を進める。町田駅（東京都町田市）～相模大
野駅間のＪＲ横浜線跨線橋や相模大野駅～東林間駅（相模原市南区）間の小
田原線跨線橋、世田谷代田駅（東京都世田谷区）～登戸駅（川崎市多摩区）
間の高架橋などで補強工事を実施し、玉川学園前駅（東京都町田市）や相武
台駅（神奈川県座間市）、座間駅（座間市）のホーム上家の耐震補強も実施
する。新松田駅（松田町）～開成駅（開成町）間の酒匂川橋梁では塗膜の塗
り替えを行い、構造物の延命を図る。
　駅舎改良工事としては、中央林間駅でホームドア設置工事に加え、ホーム
と車両乗降口の間の段差と隙間の縮小、上りホームの一部拡幅を行う。また、
鶴川駅（東京都町田市）と藤沢駅では橋上駅舎化に向けた基礎工事を進め、
利用者の利便性と安全性向上を目指す。

　京王電鉄は、鉄道事業設備投資として億円を投入し、京王線の連続立
体交差事業、ホームドアの設置や段差・隙間対策などを推進する。
　連続立体交差事業では、笹塚駅（東京都渋谷区）～仙川駅（調布市、事業
延長約．㎞）で事業を実施している。年度は、上北沢駅（世田谷区）
付近の第５工区を含めた全工区で仮線準備工・高架橋の構築などを実施する。
　ホームドアは、井の頭線は年代中盤、京王線は年代前半の全駅整備
を目指す。ホームドアの整備と併せ、ホームと車両間の隙間対策を全駅で推
進する。本年度は永福町駅（杉並区）や久我山駅（杉並区）などでホームド
ア整備と隙間対策を進める。
　京王稲田堤駅（川崎市多摩区）でリニューアル工事、新宿駅（東京都新宿
区）京王新線口改札内のエスカレーター更新工事を進める。南大沢駅（東京
都八王子市）・神泉駅（渋谷区）での旅客トイレリニューアル工事と併せ、
幼児用小便器の新設など、こども用設備の拡充を実施する。
　安全性確保としては、井の頭線明大前２号踏切道（世田谷区）、永福町３
号踏切道（杉並区）、西永福３号踏切道（杉並区）などで、精度の高いエリ
ア検知式を採用した障害物検知装置の新設工事を実施する。

　京浜急行電鉄は年度、億円の設備投資でサービス強化を図る。
　品川駅付近（泉岳寺駅～新馬場駅〈東京都品川区〉）では事業区間約．
㎞の連続立体交差事業を実施している。また、品川駅の地平化と２面４線化
を図り、利便性と安全性の高い駅へと再編する。本年度は品川駅付近の仮設
化工事と八ツ山跨線々路橋の架設準備を含む、事業区間全域での工事を進め
る。現在、大師線連続立体交差事業の段階的整備区間として、東門前駅付近
～小島新田駅（川崎市川崎区）付近の約ｍの区間で工事を実施している。
　神奈川新町駅（横浜市神奈川区）は年、大規模な改良工事に着手。エレベー
ターやエスカレーターの新設と併せて道路との接続歩道橋なども整備し、
駅周辺と一体的な移動円滑化を図る。花月総持寺駅（横浜市鶴見区）は今年、
リニューアル工事が着工。橋上駅舎の耐震補強工事と併せ駅舎のリニューア
ル、旅客用トイレの新設を行う。
　品川駅北周辺地区は将来的に交流人口の飛躍的増加が見込まれる。市街地
再開発事業と連携しながら、泉岳寺駅のホーム拡幅やコンコース拡張、出入
口などの機能強化を行う。
　羽田空港アクセスの輸送力増強と利便性向上を図り、国土交通省の協力を
得て、羽田空港第１・第２ターミナル駅（東京都大田区）で列車の入れ替え
を行う引上線の新設と駅改良工事を進める。

　東京メトロは年度、約億円の設備投資を計画している。内訳は、
新線建設に億円、自然災害対策に億円、安全対策に億円、輸送改善
に億円、旅客サービスに億円、都市・生活創造事業に億、その他
に億円。
　新線建設では、有楽町線延伸（経由地豊洲駅～東陽町～住吉駅間〈東京都
江東区〉、建設延長．㎞）と南北線延伸（経由地品川駅～白金高輪駅間
〈港区〉、建設延長．㎞）の年代半ばの開業を目指して調査・設計の
深度化を図る。
　まちづくりとの連携も進める。年度供用開始予定で赤坂駅（港区）直結
の「赤坂二・六丁目地区開発」と合わせ、赤坂駅出入口でエレベーターやエ
スカレーターなどのバリアフリー動線等の整備を行うとともに、開発事業者
と連携して駅利用者の回遊性と利便性向上に取り組む。
　高齢者や身体障害者を含め全ての利用者が使いやすい駅を目指し、エレ
ベーターの複数化も進める。本年度は、池袋駅（豊島区）、南砂町駅（江東
区）、茅場町駅（中央区）で工事完了予定だ。

　相鉄グループは、鉄道事業に億円を投じる。

　鶴ケ峰駅（横浜市旭区）を含めた上下線．㎞を地下化によって立体交差

化する。年月から工事に着手している。年度は、各種準備工事を

始め、シールドマシンの製作や二俣川駅構内線路切り替え工事などを進めて

いく。

　ゆめが丘駅（横浜市泉区）は、今年７月駅南側に竣工した大規模集客施設

側に新たな改札を設置。コンコースやホームのデザインを一新した。海老名

駅（神奈川県海老名市）では、北口改札および中央改札２階部分の増設、生

活支援施設の整備とともに駅舎の建て替えを行っている。本年度も引き続き、

新駅舎の鉄骨製作と架設を実施する・工事は年度末に完了予定だ。

　相鉄線は全線に順次ホームドアを設置している。本年度は和田町駅（横浜

市保土ケ谷区）、上星川駅（横浜市保土ケ谷区）に設置予定だ。海老名駅を

除く、全駅での設置が完了する。


